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研究成果の概要（和文）：　本プロジェクトは、当初からその研究成果を、福島原発事故10周年を目途に書籍の
形で発表することを目指していたが、研究分担者全員のみならず外部研究者の論考ないし補論を得て、研究代表
者の共編著『核と放射線の現代史―開発・被ばく・抵抗』（昭和堂、2021年）を上梓することができた。コロナ
禍のために書評会を組織することは叶わなかったが、オンライン学会で本プロジェクト参加者が同書に関わる報
告を行い、最終年度には研究代表者が国内外で対面式で本書に関する意見交換を行うことができた。

研究成果の概要（英文）：From the beginning, our project aimed to publish our research results in the
 form of a book by the 10th anniversary of the Fukushima nuclear accident. It was possible for the 
principal investigator to obtained papers or addendums from outside researchers as well as from all 
co-investigators and to publish the book "Modern History of Nuclear and Radiation: Development, 
Radiation Exposure, and Resistance" (Showado Publishing, 2021) as co-editer. Due to the corona 
disaster a book review could not be organized. But participants in this project reported on the book
 at online conferences. In the final year, the principal investigator was able to exchange opinions 
on this book face-to-face both in Japan and overseas.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　放射性物質を利用して軍事的優位や経済的繁栄を図ろうとする国家政策と、それに伴う被害への向き合い方、
さらにはこの問題に対する市民社会の動きを政治文化の次元に掘り下げて比較分析した本共同研究は、目に見え
ない存在である放射性物質への問題関心が、いわゆる文系の特に外国研究において薄らぎつつある傾向に抗い、
核エネルギーとエコロジーに関する人文社会科学・歴史学研究の先端を切り開いた。それは、これまで科学技術
の「進歩」や経済「発展」を信じて疑わなかった年長世代の自己責任を問い、気候正義と社会的公正を求める若
い世代への社会的メッセージとなっている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 本研究は、高度な科学技術時代の歴史的な性格を理解するための切り口を、放射性物質による
開発と健康影響に求め、その政治文化史を通して、「原子力時代」とも呼ばれる現代史を構造的
に問い直したものである。 
 そもそも本研究は、過去 2件の科学研究費補助金プロジェクト、すなわち、「グローバル・ヒ
ストリーとしての平和研究に向けて－アウシュヴィッツとヒロシマの記憶」（2011～2013 年度基
盤研究 B、研究代表者・竹本真希子）と、「冷戦期欧米における「核の平和利用」の表象に関する
研究」（2015～2017 年度基盤研究 B、研究代表者・木戸衛一）を継承・発展させたものである。 
後者の研究成果であり、本研究プロジェクトメンバー全員が執筆した論文集、若尾祐司・木戸
衛一（共編）『核開発時代の遺産―未来責任を問う』（昭和堂、2017 年）の刊行までに重ねた意見
交換で、従来の現代史研究では内外を問わず、高度科学技術化の歴史的意味の分析がまったく手
つかずであることが意識化された。そこで本プロジェクトのメンバーの間では、20 世紀現代史
の最大の特徴としての、高度な科学技術の開発・利用およびそれに伴う被害のポテンシャルの極
大化の象徴的存在である「放射性物質」に焦点を当てて、共同研究をさらに深化させることで、
あらかじめ合意されていた。 
 
 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、科学技術の高度化とそれに伴う被害の甚大化を特徴とする現代の象徴であ
る放射性物質が、どのように政治の世界で語られ、各国の軍民双方の核開発政策のなかで位置づ
けられ、各国市民に影響を及ぼしてきたのかという問題意識のもとに、従来歴史学で固有の研究
対象とされなかった放射性物質に焦点を当て、その開発と健康影響の政治文化史を冷戦期に即
して解明することにあった。 
 「政治文化史」を標榜した理由は、放射性物質を利用しつつ経済的繁栄を達成しようとする国
策の結果、たとえば、国家の非常事態に繋がる重大事故に直面して、国民全般が被害を受けたの
だから、生命・身体・財産に何らかの被害を受けてもそれは受忍すべきものと位置づけるか、そ
れとも、被害者の尊厳や基本的人権の回復、次世代への少しでも安全な生存環境の移譲を志向す
るかという国家の姿勢の違いは、表層的な政策選択ではなく、政治文化、すなわち政治システム
構成員の政治に対する態度・関心に深く根ざしていると考えたからである。 
 ヒロシマ・ナガサキ、冷戦期の核爆発実験による放射性降下物問題、あるいはチェルノブイリ
や東京電力福島第一原子力発電所の事故など、放射性物質の問題は科学の枠を超えて、政治、国
際政治の大きな論点となるとともに、被害の範囲は一国単位にとどまらなくなったことから、
「原子力時代」とも呼ばれる、近代国民国家という既存の枠組みを越えた現代史の構造的特質を
把握することを目指した。 
 
 
 
３．研究の方法 
 本研究は方法論の面で、科学技術が現代社会に有する決定的な政治的・経済的・社会的重要性
に鑑み、文明論的な考察の一方、従来の現代史研究（特に政治史・社会史）と科学史との接合を
さらに発展させ、政治文化史へと昇華させることを目指した。 
また、従来の伝統的なナショナル・ヒストリーの蓄積と方法的な基礎に依拠しつつも、国境と
は無縁な普遍性を有する物質を比較研究の基軸に置き、歴史体験の比較分析と相関関係の究明
によりトランスナショナルな現代史により、近代国民国家の枠組を前提とする一国史的研究の
限界を克服し、冷戦史研究を豊富化することを目指した。 
 
 
 
４．研究成果 
 本研究プロジェクトは発足当初より、福島第一原子力発電所事故 10 周年に研究成果を発表す
ることを期していた。途中コロナ禍により、国内外への調査が不可能となり、メンバー相互の意
見交換もままならない多大の困難に直面したが、若尾祐司・木戸衛一（共編）『核と放射線の現
代史―開発・被ばく・抵抗』（昭和堂、2021 年）の刊行をもって、所期の目的を達成することが
できた。この論集では、福島原発事故に直接関わる論考 3本も収録し、高度科学技術化の歴史的
意味をより現場密着的に問い直せた。 
 本論文集については、コロナ禍のために、前作『核開発時代の遺産』の時のような出版記念シ
ンポジウムを開いて、研究成果への批判を仰ぐことは叶わなかったが、関連するさまざまな学
会・研究会で、研究成果の一端を披露することは行うことはできた。また論集に対しては、専門



雑誌や一般紙で、好意的な書評・紹介を受けることができた。 
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